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  令和８年 ３月 27日  
神奈川県教育委員会教育長 殿 

県立綾瀬西高等学校  
  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 24実施） 

総合評価（３月 27日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①主体的・対話
的で深い学びを
実現するととも
に、ＩＣＴの活
用を通して基礎
学力を伸ばす。 
 
 
 
 
②「福祉の心」
を育み、他者と
協働して地域社
会に貢献し、共
生社会の実現に
資する人材を育
成する。 

①学校 DX の推進
を通して、生徒が
学習に対して主体
的に取り組み表現
するなどの、深い
学びの方策を検討
し、構築する。 
 
②福祉に関する教
育活動をさらに充
実させ、「他者を
思いやる力」「他
者から学ぶ力」
「他社と協働して
地域社会に貢献す
る力」を身に付け
させる。特に、同
敷地内にあるデイ
サービスセンター
との交流の充実を
図る。 

①学校 DX に必要
な環境を整備し、
校内外の教育資源
やクロームブック
を 積 極 的 に 活 用
し、基礎学力を伸
長させ、表現力を
育成する教育方法
を 検 討 し 構 築 す
る。 
②専門福祉、総合
的な探究の時間、
選択科目、課外の
ボランティア活動
など、福祉に関す
る教育活動の機会
を多く設定する。
また、デイサービ
スセンターとの交
流 の 機 会 を 増 や
す。 

①クロームブック
を有効に活用する
環境整備を進める
ことができたか。
クロームブックを
活用することによ
り、表現力等を育
成することができ
たか。 
 
②生徒が福祉に触
れる機会を多く設
定することができ
たか。デイサービ
スセンターとの交
流機会を増やすこ
とができたか。 

①学校 DX を利活用し
た授業が増え、分かり
やすい授業を実践する
ことができた。また、
全学年で総合的な探究
の時間などでスライド
作成とその発表を行う
ことで、表現力を育成
した。 
 
②ランチ交流の参加者
は、50 名となった。
アドバンスタイムや部
活動の生徒を中心に行
事に参加している。ま
た、月に２回程度校内
散策や授業参観を利用
者にしていただくこと
で、昨年度よりも交流
機会が増えた。 

①各教室に電子黒板が
配備されたことで、職
員間で利用方法の情報
交換を行うとともに、
講習会等を企画する。 
 
 
 
 
 
②行事に関しては、特
定の部活動だけではな
く、より多くの生徒が
参加できるような取組
を行う。 
ランチ交流の機会を増
やすことで、生徒の学
びを深めていく。 

①学校 DX の推進におい
て、調べ学習やグループ
学習のプレゼンテーショ
ンを行わせるなど表現力
を育成している。また、
クロームブックの活用に
より、課題の配信、提出
が行われ、スムーズな学
習活動が行われている。 
 
②デイサービスセンター
との交流では、文化祭、
ランチ交流、七夕飾りつ
け、クリスマス会などが
行われ、生徒にとって利
用者との触れ合いがあ
り、コミュニケーション
力を高めることができて
いる。また、利用者にも
大変好評であり、継続し
てほしい。 

①学校 DX に関しては、
クロームブック、プロジ
ェクター、電子黒板など
の活用により、生徒の深
い学びにつながる授業が
できている。 
 
 
 
②綾瀬西デイサービスセ
ンターとの様々な交流に
より、「他者を思いやる
力」「他者から学ぶ力」
「地域と協働して地域社
会に貢献する力」を育て
ることができた。今後
は、綾瀬西デイサービス
センター、綾瀬市、地域
の団体等との交流をさら
に活性化させる必要があ
る。 

①組織的な授業改善を今
後も継続し、具体的な学
校 DX 推進の方法につい
て、検討を続ける必要が
ある。また、電子黒板に
ついて、効果的な活用が
できるように組織的な授
業改善を進める。 
 
 
②生徒への周知を継続し
て、綾瀬西デイサービス
センターとのランチ交流
会をより多くの生徒に広
げていきたい。 

２ 生徒指導・支援 

①生徒の自己指
導能力と他者を
尊重する姿勢を
育成し、問題行
動の未然防止を
図る。 
 
 
 
 
 
②生徒の特性を
多面的に理解
し、生徒の特徴
や教育的ニーズ
に即したより適
切で必要な支援
体制の充実を図
る。 

①生徒の自己指導
能力と他者を尊重
する姿勢を育成す
るために、日常生
活・集会・学年で
の講演会等あらゆ
る場面で他者を意
識した行動・言動
の理解・浸透を図
る。 
 
②SC、SSW、ス
クールメンターや
外部機関との円滑
な連携を図るとと
もに、適切な連携
先の周知、共有を
行い、職員全体で
活用できる教育相
談体制の充実を図
る。 

①学校生活におけ
るルールを浸透さ
せるとともに、交
通安全教育につい
ては、日ごろのク
ラスでの呼びかけ
を含めた教育活動
をより積極的に実
施する。 
 
 
②SC、SSW、ス
クールメンターの
役割について周知
を行うとともに、
児童相談所などの
活用できる外部機
関との連携をさら
に進める。 

①学校生活におい
て、生徒に自らを
律して行動させ、
指導件数の減少に
つながったか。交
通事故の件数が減
っているか。 
 
 
 
 
②SC、SSW、ス
クールメンターと
の情報共有、ケー
ス会議、児童相談
所やフードバンク
を含めた外部機関
との連携などを実
践できたか。 

①令和７年度の２月
20 日時点での指導件
数は 99 件であり、令
和６年度の 81 件より
大幅に増加している。
同じ生徒が短い期間の
中で同様・別件で指導
を受けることが増えて
おり、離学に至るケー
スが増加している。例
年４月当初に「人間関
係」に関する揉め事が
多いため、職員による
注意喚起・啓発を様々
な場面で行った。 
 
②SC、SSW と教育相
談担当で木曜日１校時
に情報共有の場を設定
し連携した。ケース会
議は４件実施し、該当
生徒への対応について
協議した。 
総合教育センターや市
役所などの外部機関へ
の接続も行った。児童
相談所には 23 件繋が
り、支援を継続してい
る。 

①遅刻件数、欠席数を
はじめ授業へ向かう姿
勢に未成熟なところも
あるため、繰り返し粘
り強い指導を行う。一
方で、盗難被害も頻発
しているため、授業時
間の巡回指導の徹底を
する。来年度も人間関
係づくりに係る指導を
継続して行う。 
②ＳＣ、ＳＳＷへの相
談件数は変わらず多
い。特にＳＳＷへの相
談については、外部機
関への同行訪問も含ま
れるため勤務時間の管
理が難しい。 
外部機関への接続につ
いては、グループの職
員だけでは難しいの
で、全職員が対応でき
る仕組み作りが課題で
ある。 

①特別指導件数などの課
題に対して、職員が協働
して対応をしている。生
徒自身の自律性の向上と
他者を尊重する姿勢の育
成を目標に行ってきてい
る。自転車乗車マナーに
ついては継続して指導し
ていただきたい。 
 
 
②ＳＣ、ＳＳＷ、SM と
連携し、教育相談の体制
が整っている。人間関係
で悩みを抱える生徒が多
いため、関係性を作れる
ような取組を考えていた
だきたい。また、フード
バンクを継続して実施し
てほしい。 

①多様な課題を抱える生
徒が在籍している。職員
によるチーム支援・指導
を続けており、課題の解
決につなげることができ
ている。また、校内外と
の連携も有効に機能して
おり、今後も連携を続け
ていく必要がある。 
 
 
②教育相談において重要
な生徒個々の特性の理解
をチームで行うことによ
り、個に応じた支援を行
うことができた。ＳＣ、
ＳＳＷ、SM、外部機関と
の連携を強化し教育相談
体制を充実させていく。 

①特別指導の事前防止、
交通安全、ネット犯罪、
人間関係トラブル等の防
止に重点を置いた生徒指
導体制を継続・充実させ
ていく必要がある。教職
員によるきめ細かい指導
を継続していく。 
 
 
 
②相談・支援体制とし
て、校内資源は可能な限
り活用し、校外資源も必
要に応じて連携して活用
をすることを継続してい
く。 

３ 進路指導・支援 

①基本的生活習
慣を確立すると
ともに基礎学力
を伸長し、個性
を伸ばすキャリ
ア教育を推進す

①生徒一人ひとり
の個性を尊重しな
がら、社会的・職
業的な自立に向け
て、主体的に取り
組めるキャリア教

①-1 各学年に適し
た 進 路 支 援 ワ ー
ク・ツール等を活
用し、学年に応じ
た主体的に行動す
る力を育成する。  

①-1 進路支援ワ
ーク・ツール等を
活用し、学年に応
じた主体的に行動
する力を育成する
ことができたか。 

➀-１ １学年（福祉
について）２学年（沖
縄について）３学年
（進路について）それ
ぞれが探究活動を行
い、成果物を作成し全

➀-１ １学年（福祉に
ついて）２学年（沖縄
について）３学年（進
路について）と毎年固
定されているテーマを
見直していく。 

①-1 計画的な進路指導が
機能している。進路発表
会など様々な取組が成果
を上げている。各学校か
ら送られてきた案内を電
子黒板で表示できるよう

①-１ 様々なキャリア教
育の取組により、生徒の
個性を尊重し、社会的・
職業的な自立に向けた指
導、支援を行うことがで
きた。一部の生徒に自身

①-１ すべての生徒が自
身の進路選択ができるよ
うに、個別最適な進路学
習を計画する。 
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る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②通級による指
導を実践し、特
性による学習上
及び生活上の困
難の改善、克服
をめざす。 

育を推進する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②通級による指導
や教育相談をはじ
めとした支援体制
を充実させ、生徒
一人ひとりに応じ
た支援を実現す
る。 

 
 
 
 
 
 
①-2 外部連携を強
化しながら進路支
援プログラムの充
実を図り、すべて
の生徒がより良い
進路選択ができる
ように支援する。 
 
②生徒の特性等の
情報を共有すると
と も に 、 SC 、
SSW、スクールメ
ンターと連携した
支 援 を 行 う 。 ま
た、「NISE 学びラ
ボ」を活用する。 
 

 
 
 
 
 
 
①-2 外部連携を積
極的に推進し、生
徒の進路選択につ
なげる活動ができ
たか。 
 
 
 
② 職 員 、 SC 、
SSW、スクールメ
ンター間の情報が
共 有 さ れ て い る
か。「NISE 学びラ
ボ」が活用されて
いるか。 

体発表することで、自
身の発信力を高めるこ
とができた。 
➀-２ 各学年におい
て年３回の進路ガイダ
ンスを通して、進学・
就職ともに幅広い選択
肢から自身の進路につ
いて考えることができ
た。 
②SC、SSW と教育相
談担当で木曜日１校時
に情報共有の場を設定
し、連携を取ってい
る。SC、ＳＳＷ間で
も情報共有を頻繁に行
い、相談ケースの接続
を円滑に行った。 
生徒の面談終了後に担
任、副担任への情報共
有を円滑に行ってい
る。必要に応じて管理
職への報告も実施して
いる。 

 
 
 
 
 
 
➀-２ 進路ガイダンス
で得た情報を自らまと
め、発表できるような
取組をしていく。 
 
 
 
 
②職員、SC、SSW、ス
クールメンター間の情
報をより効果的に行
う。「NISE 学びラボ」
の活用を推進してい
く。 

にしたことの今後の成果
に期待したい。総合的な
探究の時間で、電子黒板
を使用して進路について
調べたことをクラス内で
発表した。 
①-２ 校外キャリア教育
では、各学年段階で進路
に対する意識を高めるこ
とができている。また、
進学先連携、企業連携に
より、生徒に有益な情報
提供ができている。 
 
②通級による指導を行う
にあたり、ＳＣ、ＳＳ
Ｗ、SM との連携が取れ
ている。チーム支援も効
果的である。 

の進路希望を決める時期
が遅くなることがあり、
すべての生徒に対し、キ
ャリア教育に関する力を
適切な時期に育てる必要
がある。 
①-２ 進路先連携、企業
連携がうまく機能してお
り、今後も継続してい
く。 
②通級による指導や教育
相談をはじめとした支援
体制が整っている。生徒
一人ひとりに応じた支援
により、生徒の力を育て
ることができた。SSW へ
の相談件数は増え、外部
機関への同行もあるの
で、相談しきれていない
ケースも出てきている。
また、職員対象の人権研
修として外国につながり
ある生徒に関する研修を
実施した。 

 
 
 
 
 
 
①-２ 進学先連携、企業
連携等の外部機関とのつ
ながりの幅を広げる必要
がある。 
 
 
 
 
②通級による指導、支援
の体制が整っており、よ
り良い方法を検討して実
施する。また、今後も継
続して NICE 学びラボを
活用するなど、特性のあ
る生徒に対する指導の研
修を実施する。 

４ 地域等との協働 

①地域等との持
続可能な協働活
動を推進し、未
来社会で生きる
必要な力の育成
と生徒活動の質
の向上を図る。 
 
 
②ＰＴＡや地域
等と連携して活
動の場を充実
し、地域社会と
協働する意識を
高める。 

①生徒会活動・部
活動・委員会活動
を通じて地域社会
の一員としての意
識を醸成し、地域
と共に歩む学校づ
くりをする。 
 
 
②ＰＴＡ、綾瀬市
や地域団体などと
の連携を図り、生
徒が自主的に参加
し、協働できる場
の実現を図る。 

①文化祭などの学
校行事において地
域と協働し、さま
ざまな活動を行う
など、生徒が主体
的に地域と共に歩
む自覚を生徒に持
たせる。 
 
②ＰＴＡ、綾瀬市
や地域団体などと
連携・協働する行
事の幅を広げる。 

①文化祭などの学
校行事において、
生徒の主体性を活
かし、地域に対し
て働きかけを行う
ことができたか。
地域と共に行う活
動 を 実 現 で き た
か。 
②ＰＴＡや地域と
協働する活動の実
現を図ることがで
きたか。 

①文化祭において地域
企業、綾瀬市役所、綾
瀬市保存協会などの団
体との連携を図った。
また、デジタルパンフ
レットを作成し、地域
団体を掲載するなど、
生徒の意欲を引き出す
取組を行った。 
②文化祭や陸上競技大
会を通して、PTA 役
員の方々と生徒との活
動の場を充実させた。
秋の防災訓練では綾瀬
市との連携を図った。
また、毎月２回程度デ
イサービスセンターへ
の施設開放を実施し
た。 

①生徒が更に主体性を
もって行事に取組むよ
う、参加方法など関わ
り方の検討が必要であ
る。有志を募ったり、
部活動や生徒会本部役
員生徒とコラボレーシ
ョンした企画を行った
りするなど、更に生徒
と連携した催しが行え
るよう努めていく。 
②PTA の花植えに生徒
が参加できるようにす
るなど、PTA 活動への
生徒の参加を検討す
る。施設開放を継続
し、より充実した時間
にする。 

①文化祭での地域との交
流は、生徒の自主性やコ
ミュニケーション力を高
めている。デジタルパン
フレットや QR コード決
裁など、学校 DX 関係を
より充実させた活動を行
った。 
 
②PTA 役員の魅力を高め
て活性化してほしい。デ
イサービスセンターがあ
ることは、この学校の特
色であるので、今後も特
色を活かしてもらいた
い。 

①地域社会の一員として
の意識を醸成することが
できた。また、文化祭な
どを通じて、地域と共に
歩む学校としての活動を
行うことができた。企業
と打合せをする中で、求
人票の獲得につながるな
ど、進路面でも良い効果
があった。生徒の部活動
アンケート結果は、部活
動が生徒にとって充実し
ていることがわかった。 
②ＰＴＡや地域と連携し
て、生徒の活動の場を充
実させ、地域社会と協働
する意識を高めることが
できた。 

①アドバンスタイムなど
も活用して、生徒が自主
的・主体的に連携・協働
する機会を増やしていく
必要がある。多くの生徒
が部活動を居場所の一つ
であると捉えており、さ
らなる部活動の活性化を
模索する。 
②地域との交流をより広
げていく必要がある。デ
イサービスセンターと関
わる生徒は増えてきてい
るが、メンバーの固定化
について工夫していく。
また、PTA 活動を持続可
能なものにしていく方策
を構築していく。 

５ 
学校管理 

学校運営 

①学校運営協議
会委員等、地域
の多様な人材の
意見を集め、社
会に開かれた安
全で安心な学校
づくりをめざ
す。 
②組織的、計画
的、継続的に校
内研修を行い、
教員の資質と学
校の教育力の向
上をめざす。 

①社会に開かれた
安全で安心な学校
づくりに向けて、
学校運営協議会制
度を活用し、教育
活動の充実につと
める。 
 
②-1 教職員の支
援教育や人権教育
に係る校内研修を
計画的に実施す
る。 
②-2 働き方改革
を組織的に推進す
る。 

①学校運営協議会
において、意見聴
取や情報収集の機
会を設け、改善に
つなげる。 
 
②-1 研修の成果か
ら、重点的な課題
を絞り、共有を重
ねることで、教職
員のスキル向上を
図る。 
②-2 働き方改革の
指針を全職員が理
解し、主体的に実
践する組織づくり
を推進する。 

①学校運営協議会
か ら の 提 案 を 整
理、共有、実現す
る こ と が で き た
か。 
②-1 支援教育や人
権教育に係る重点
課題を共有し、生
徒への支援を充実
させることができ
たか。 
②-2 働き方改革へ
の 理 解 を 向 上 さ
せ、ウェルビーイ
ングの向上につな
げることができた
か。 

①学校運営協議会でい
ただいた意見をまと
め、校内で共有するこ
とができた。 
 
 
②-1 夏季休業中に職
員対象の福祉研修を実
施した。人権研修は
「外国につながりのあ
る生徒への支援」をテ
ーマとした。外国につ
ながりのある生徒が多
数在籍している現状か
らも、職員の意識や知
識の向上につながっ
た。 
②-2 働き方改革の指
針を職員が理解した。 

①いただいた意見を実
現できるよう、引き続
き各グループや地域と
の連携を図る。 
 
 
 
②-1 夏季休業中の研修
が多いため、研修の設
定が難しい。 
人権研修のみならず、
支援教育関係の研修の
充実に向けて計画を立
てる必要があるが、適
切な講師を見つけるこ
とが難しい現状があ
る。 
②-2 業務分担を整理し
て、より働きやすい職
場をつくる。 

①学校方針としての理想
は重要。また、学校との
交流を望んでいる地域の
方々との交流をより進め
てほしい。 
 
②-1 職員人権研修を継続
して行っていただきた
い。 
 
 
 
②-2 職員の働き方改革を
推進していただきたい。 
 

①「一人ひとりが綾なす
学校展開図」を作成して
生徒の支援につなげた。
社会に開かれた安全で安
心な学校づくりに向け
て、学校運営協議会を活
用し、教育活動を改善・
充実させることができ
た。 
②-1 教職員の支援教育や
人権教育に係る校内研修
を計画的に実施すること
ができた。 
②-2 やむを得ず、長時間
労働になりがちな時期や
場面もあった。 

①今年度の学校運営協議
会委員からの意見を今後
の学校経営に生かしてい
く。 
 
②-1 支援教育や人権教育
の職員研修をさらに充実
していく。 
 
 
 
 
②-2 働き方改革の結果と
して、生徒により良い教
育体制や支援体制を提供
していく。 



 

 


